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① 母子手帳交付者数②③①②

7,000 7,000
304020402コード

人 件 費 単 価 千円 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000従 事 職 員 数 人 0.1 0.1千円 700 700
一 般 財 源 千円 1,568 1,568そ の 他 千円起 債 千円県 補 助 金 千円Ｃの財源内訳 国 補 助 金 千円直接事業費 A 千円 868 868総事業費Ｃ　（A+B） 千円 1,568 1,568成果指標 人 20 20

単位 全体計画
本町の医療機関において、リスクの高い分娩であると紹介され、本土での出産を余儀なくされた妊婦に対し、経済的支援を行うことによって、母子共に安全で安心な出産を確保する。 ③ 本土出産者数（成果指標名称） （成果指標数値） （指標積算根拠） （目標達成年度）
対象：誰、何を対象にしているのか 対象指標：対象の大きさを表す指標
目的：何をしたいのか 成果指標：目的の達成度を表す指標

（目標達成年度）事業の概要：具体的なやり方、手順、詳細を記入 活動指標：事務事業の活動量を表す指標126人妊婦の負担を軽減するため、出産に備えて本土で待機する際の宿泊・交通費、また、医師等の指示により緊急に搬送された場合の移送費を補助する。
687関連計画 次世代育成支援地域行動計画 法令・条例規則等事務事業コード 3040204 細目コード目コード 1施策コード 304 項コード

平成２７年度以降

総合計画の位置付け 財務会計の位置付け政策コード 3 款コード 41基本事業コード 30402
佐々木直子担当者 年度21 ～ 平成平成 21 年度

304020402
事業種類 単年度繰返事業事業期間評価対象事業名称 安心出産支援補助事業作成年度 課コード 112H21.6.10

事 務 事 業 事 前 評 価 表

課　名 こども課課長名 前田喜代美

（活動指標名称） （活動指標数値） （指標積算根拠）

内訳 人件費　B
平成２１年度 平成２２年度活動指標 人 126 126

平成21年度H21.3.31現在交付者数
20人 医師による紹介状発行者数 平成21年度

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

政 策 名 称施 策 名 称基本事業名称事務事業名称 誰もが安心できる保健・医療・福祉の充実ふれあい、支えあい、助けあい、みんなで育てよう未来の宝母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進母子保健事業費
（対象１）（対象２） 妊婦 （対象指標１）（対象指標２） 126人（H21.3.31) 計画（PLAN)

実施（DO)

評価（CHECK)



３次
※３次評価については、住民等の意見があった場合にのみ、再公表するものとする。

  
町の対応

 ● ●
住民等の意見

   事業内容を見直して事業を実施する 次年度以降に計画どおり実施する次年度以降に計画を見直して実施する次年度以降に類似事業と整理統合して実施する  類似事業と整理統合して実施する事業費を増額して事業を実施する計画どおりに事業を実施する １次 ２次   事業採択結果 １次 ２次 ３次   

２次評価 現在医師数の関係で本土での出産を余儀なくされる可能性があるものの、本町の医療体制のあり方については、新上五島町医療体制のあり方検討委員会の答申を踏まえ、計画・行動の年になることから、医師の確保等検証し、本土へ出すというリスクを負わせることなく安心・安全の医療体制を確保する必要がある。

評価項目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
１次評価 事業の緊急性・必要性 町内に一つしかない産婦人科において、担当医が2名から1名体制になることから、リスクの高い分娩であると診断され、本土での出産を余儀なくされた妊婦に対して、安心・安全な出産を確保する必要がある。類似事業との関連 類似する事業がない。費用対効果 出産に要する交通・宿泊費、また緊急に移送された場合の移送費を補助することにより、安心で安全な出産をすることができる。

  当分の間は実施しない 事業費を減額して事業を実施する

評価（CHECK)


